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【解説：秋山美文 (比和自然科学博物館客員研究員)】

クロカミキリは，全体がつや消し状の黒色で，筒状の体形，

クワガタムシかと思うような大あごが特徴で，カミキリムシ

とは思わない人も多くいます。夏には明かりにも集まり，針

葉樹のある林近くだと普通に見られます。

写真１の個体は，東広島市で採集されたものですが，何か

変なところがありますね。

この個体は左中肢の符節が二股に分かれています（写真２）。

よく見ると，内側のものが

やや細い以外は⾧さなども

一緒です。また，脛節先端

が広がって，通常は1対あ

る棘が，2対になっていま

す。

このような，肢が分かれた

り，多くなっている符節異常

は，まれに報告されています。

遺伝によるものではなく，傷

ついて再生する過程で異常が

起きたものでしょう。
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写真1 符節異常のクロカミキリ

（前原和雄氏撮影）

写真２ 左中肢符節下面


